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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和５年４月４日（火）  

 

２ 確認箇所 

Ａ排水路 

 

３ 確認項目 

Ａ排水路の現況 

 

４ 確認結果の概要 

東京電力福島第一原子力発電所においては、排水路にＰＳＦモニタ※１を設

置し、排水路内の水の放射能濃度を監視している。 

今回は、免震重要棟や多核種除去設備周囲及び固体廃棄物貯蔵庫第３棟～

第９棟周囲を主な集水域としているＡ排水路の流路の状況やＰＳＦモニタ等

の設置状況を確認した。（図１）（前回確認日：令和３年１１月１７日） 

 ・Ａ排水路は、一部の開渠部分や集水枡を除き、ほとんどが暗渠になってい

る。開渠部分の排水路は、確認した範囲では、土砂やごみ等の著しい堆積

は認められなかった。（写真１） 

 ・集水枡上流側の開渠には、ゼオライト土嚢が設置されていた。また、水量

は少なくよどんでおり、排水路や集水枡には緑色の藻が発生していた。  

（写真２） 

 ・Ａ排水路の途中（固体廃棄物貯蔵庫第１棟南西側）には、Ｋ排水路、Ｄ排

水路及び物揚場排水路と同様に、弁別型ＰＳＦモニタ※２と電動ゲートが設

置されおり、ゲートを閉止した場合に排水を汲み上げるための可搬型ポン

プ、移送配管及び発電機も同様に設置されていた。確認した範囲では、こ

れらの設備に異常は認められなかった。（写真３） 

 ・Ａ排水路の流末付近には、流量計や自動採水装置が設置されていた。 

（写真４） 

 

※１ ＰＳＦモニタ：ＰＳＦはプラスチックシンチレーションファイバー（Plastic 

Scintillasion Fiber）の略であり、放射線を検出・発光する

センサー光ファイバを用い、ファイバケーブルに入射した放射

線から光電子倍増管を使用して、β線とγ線の合計値を計測す

る機器。 

※２ 弁別型ＰＳＦモニタ：β線とγ線、γ線の両方の検出部を有し、それぞれの計

測された値の差分からβ線も計測できるＰＳＦモニタ。 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/484434.pdf


 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 Ａ排水路（暗渠）の状況 （免震重

要棟北側道路を東側から撮影） 

  

※道路の両側にＡ排水路が暗渠で設置

されている。 

 

 

 

（写真１－２） 

 Ａ排水路（開渠部分）の状況① 

（免震重要棟北側道路を東側から

撮影） 

 

 

 

 

（写真１－３） 

 Ａ排水路（開渠部分）の状況② 

（免震重要棟南側道路を西側から撮

影） 
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（写真２－１） 

 集水枡上流側の開渠の状況 

（北東側から撮影） 

 

 

（写真２－２） 

 集水枡（固体廃棄物貯蔵庫第１棟西

側）の状況（南側から撮影） 

 

 

 

（写真３－１） 

 Ａ排水路ＰＳＦモニタ等の状況① 

（北西側から撮影） 

 

 

 

 

 

（写真３－２） 

 Ａ排水路ＰＳＦモニタ等の状況② 

（北東側から撮影） 
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（写真３－３） 

 ＰＳＦ通信ケーブルの状況 

（西側から撮影） 

 

※ケーブルの先端にＰＳＦモニタが

設置されている。 

 

 

（写真３－４） 

 排水汲み上用ポンプの設置状況 

 

 ※耐圧ホースの先端に可搬型ポンプが 

設置されている。 

 

 

（写真４－１） 

 Ａ排水路流末付近の状況① 

（南西側から撮影） 

 

 

（写真４－２） 

 Ａ排水路流末付近の状況② 

（南西側から撮影） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

流量測定盤 

自動採水装置 

流量計センサー 


